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多業種の食品産業界における唯一の業種横断的団体。

（飲料、食肉加工品、牛乳・乳製品、水産加工品、缶詰・漬物・調味料、糖類、製粉、

めん・パン・菓子、油脂、冷凍食品、総菜 等）
◇設立：1960年8月20日
◇会員：団体会員（食品産業の業種別団体等） 115団体

企業会員（飲食品製造企業等） 128社
全国食品産業協議会連合会（31都道府県の地方食品産業協議会で構成）等

◇会長： 小瀬 昉（ハウス食品グループ本社（株）会長

【参考】食品製造業の規模 製造業合計 割合
出荷額 （１０億円） ３５，６３０ （３２２，０７０） １１％
事業所数 ４４，５９４ （３５７，７５４） １２％
従業員数（千人） １，２６０ （ ８，０３０） １６％
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◇ 食品産業センターとは
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〇食品産業界では、３Ｒ推進団体等が作成した自主行動計画などを踏まえて、プラスチックの使用
量の削減やリサイクル等に取り組んでいる。

①リデュース
・ 各企業・団体において環境配慮設計指針を作成するなどにより、容器包装の薄肉化・軽量化等
によるプラスチックの使用量を削減。

②リサイクル
・ 容器包装リサイクル法に基づく再商品化を実施、容器包装リサイクル法に基づく再商品化委託
料の約半分は食品関連。

・ 容器包装素材・材質の単一化
・ 工場で発生する使用済みプラスチックをリサイクルし、そのリサイクル品を再び工場で使用。
③代替素材の利用
・ 容器包装の材料のプラスチックから紙への変更、再生プラスチックやバイオマスプラスチックの
容器包装の導入

◇食品産業における３Ｒの取り組み（PETを除いての説明）
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（事例）①リデュース 軽量化・薄肉化・適正化

食品製造各社の環境配慮設計の取り組みの例

マヨネーズ容器重量を10～
15％削減

しょうゆPETボトルを
12％軽量化

超音波シールの採用
でシール幅小による
使用量削減

個包装フィルムを5μm薄く
し、使用量を12％削減

蓋を省き、ノズル形状
変更とボトル薄肉化で
使用量22％削減

酸素バリア
機能の付与
による賞味
期限延長も

トレイの使用中止と小
型化で65％軽量化

菓子パンの包装フイル
ムの7%薄肉化

薄肉化

軽量化
適正化
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（事例）➁リサイクル

パンを納品するケース(番重)の劣化品をリサイクル

工場の保管用袋をごみ袋へのリサイクル

商品保護目的のトレイに再生PETを使用

トレー容器の内層に容器製造時のくずを再利用

再生プラの利用 使用済みプラスチックの
リサイクル
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（事例）③代替素材の利用 紙代替 ・バイオマスプラスチック

プラスチック から 紙素材へ代替

個分け用カップの材質を紙に
変更、トレー形状変更で
20%軽量化

紙製容器「ECO カップ」に変更

さらに、容器のフィルム層をバイオマス
プラスチックに一部置き換え

キャップをバイオマスプラ
スチックに30％置き換え

冷凍グラタ
ンのトレイに
紙トレイを
採用

バイオマスプラスチックに
置き換え

ストローにバイオ
マスプラスチック
を配合
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農林水産省「プラスチック資源循環アクション宣言」、環境省「プラスチック・スマート」 の
取り組みに、 食品産業各社・団体は参加しています

食品産業センターは 「食品事業者の容器包装の環
境配慮設計の取組」を登録しています

◇ プラスチック資源循環戦略への対応
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◇プラスチック容器包装の資源循環２０３０宣言
（プラスチック容器包装リサイクル推進協議会）
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2017年度実績 2016年度実績
当該年度削減量（ﾄﾝ） 5,650 3,501
累積削減量（2006～）

（ﾄﾝ） 87,718 82,068

当該年度使用量（ﾄﾝ） 463,973 454,584
リデュース率（％） 15.9％ 15.3％
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使用量（千ﾄﾝ） 累積削減量（千トン） リデュース率（削減率）（％）

第1次～第3次自主行動計画でのリデュース率
日本植物油協会 日本乳業協会 日本パン工業会
日本冷凍食品協会 全日本菓子協会 日本即席食品工業協会

日本石鹸洗剤工業会 全国マヨネーズドレッ
シング類協会 日本衛生材料工業連合会

全国清涼飲料連合会 日本アイスクリーム協
会 日本製薬団体連合会

精糖工業会 日本化粧品工業連合会 日本生活協同組合連合会

集計対象団体

Ⅰ．リデュース に関する取組み

（出典）プラスチック容器包装の資源循環２０３０宣言
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第1次～第3次自主行動計画のリサイクル率

40.6%

41.7%

44.4%
44.8%

45.3%

46.6% 46.3%

40%

42%

44%

46%

48%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

2017年度実績暫定 2016年度実績
自主回収量（ﾄﾝ） 59,682 63,571

再商品化製品製造量（ﾄﾝ）（容リ） 439,012 438,658

再資源化量（自主＋容リ） 498,694 502,229
再資源化率 46.3％ 46.6％

主な自主回収品
・牛乳びんプラスチックキャップ
・宅配ガラスびんのキャップ
・PETボトルキャップ
・PSPトレイ
・卵パック
・透明容器
・内袋（生協通箱）
回収後の再利用
・材料リサイクル（トレイtoトレイ、
ペレット、PSインゴット、エアクッション等）
・ケミカルリサイクル 等

再商品化製品製造量＋自主的回収量

排出見込み量（2011年） 1,077,186㌧
リサイクル率（％）＝

リ
サ
イ
ク
ル
率

Ⅱ．リサイクルに関する取組み

（出典）プラスチック容器包装の資源循環２０３０宣言



【基本的機能】
• 安全性・品質の確保
• 利便性（効率的輸送、保存性
向上、使いやすい形態・量で提
供）

• 食品の内容を消費者に伝える
（食品表示等）

【環境配慮】
• 使用量の削減
• リサイクルしやすさ
• 輸送エネルギーのCO2の削減
• 食品ロスの削減（賞味期限延長、
小分け）

• 複合素材（異なる材質のプ
ラスチックの組合せ）

• 複合材質（紙・金属等と
プラスチックの組合せ）

• 食品衛生法への適合
（食品用 器具・容器包装
のポジティブリスト制度）

• 酸素・水分を通さな
い

• ウイルス・細菌による
汚染の防止

• 強度
• 薄肉化 等
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◇ 消費者の豊かな食生活を支える食品容器包装



食品用プラスチック容器包装の事例
（日本プラスチック工業連盟 「食品用プラスチック容器包装の利点」から引用)
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〇３Ｒの推進のための環境整備
・食品容器包装プラスチックについては、３Ｒ推進団体の自主行動計画を踏まえて各主体が
自主的な取組を推進できる環境が重要。

・リデュース・リサイクルを更に進めるための技術開発、製品開発についての関連業界との連携の
強化。

・食品のプラスチック容器包装については、素材特性から材料リサイクルには様々な課題。
社会的なコスト低減と、プラスチック全体でのリサイクル率を向上させるために、ケミカルリサイクル
やサーマルリカバリーを拡大するなどの制度整備や技術・システムの開発。

◇プラスチック資源循環を進めるために
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〇バイオマスプラスチック・再生材等の利用拡大
• 食品容器包装に求められる機能を満たす材料の開発のための関連業界との連携と、
食品衛生法の規制（ポジティブリスト制度）を利用しやすいものに。

〇各主体とのコミュニケーション
• 事業者の３Ｒの取り組みを商品に表示するなどによる消費者への情報提供による商品選択の動機し
てもらうとともに、３Ｒへの参加意識の醸成。

• ＩＲにおいて投資家に対して、事業者の３Ｒへの取り組みを積極的に発信し、ＥＳＧ投資に訴求。

• プラスチック資源循環を進めるための政策検討・推進に貢献。
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